自尊感情と現在の生活に対する満足度の関連―日本人女子短期大学生を対象とした一調査ー by 山田 雅子
The concepts related to self-esteem often appear in the field of education in Japan.
Because these emotions or values are considered to bring well-being in everyday life.
However, the Japanese do not show a repeated indication of having them.
We conducted a research using several scales to examine such emotions and values on
the younger Japanese. The participants were 63 female junior college students.
We found that the levels of their self-esteem were lower than that in a previous research,
but they were relatively satisfied with their life. The ANOVA result revealed that those
whose self-esteem was higher showed that they were more satisfied with their lives.
1．緒言
日本人は自尊感情が低いと言われる。だが、その事実が日本人の特徴の一つとして指摘される
のではない。大方の場合には、その低さを問題視する文脈の中で「自尊感情」や「自尊心」とい
った言葉が登場する。
自尊感情とは、「全体的に見て自分に価値があるかどうか、満足しているかどうかを評価した
結果（安藤，2009）」と定義される1）。英語では self-esteemと表現され、global evaluationとの
説明もある2）。つまり、自分自身にまつわる包括的な自己評価が自尊感情として捉えられている
と言える。自尊感情が低いということは自分に価値があると感じていないということであり、そ
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れは問題だとされた結果、特に教育の面から当該側面の強化について検討が重ねられてきた。
同じように、教育面でしばしば取り上げられる要素として、基本的信頼感やポジティブ思考が
ある。しかし、身近な若者の実態については、指導経験を通じた体感を通じてのみ語られること
が多く、現状の把握、問題の所在の確認すら進んでいないと言わざるを得ない。
そこで本研究では、自尊感情をはじめ教育課題として挙げられる各要素について、現代を生き
る日本人学生の現状を把握することを第一の目的とした。加えて、各要素と現在の生活に対する
満足度や学内活動への積極性との関連、会話における立場やストレスを感じる対象についても探
索的に検討することとした。
2．方法
2.1 対象者
関東在住の日本人女子短期大学生63名（1年生24名、2年生39名）
2.2 調査時期
2015年9月。初回授業時に回答を求め、自己意識やコミュニケーション、人間関係について学
ぶ前の考えを分析対象とした。
2.3 調査内容
質問紙は次の内容によって、A4版用紙2ページに亘って構成した。回答時間に制限は設けなか
った。尚、質問1は山本・松井・山成（1982）による自尊感情尺度3）、谷（1996）による基本的
信頼感尺度4）、中村ら（2000）による楽観主義尺度5）に基づき、三者をランダムに配置したもの
である。
質問1 自尊感情尺度、基本的信頼感尺度、楽観主義尺度 計33問（7件法／全くあてはまらな
い・ほとんどあてはまらない・どちらかというとあてはまらない・どちらともいえない・
どちらかというとあてはまる・かなりあてはまる・非常にあてはまる）
質問2 対話場面における立場（選択形式／話す側・どちらかといえば話す側・どちらかといえ
ば聞く側・聞く側）
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質問3 ストレスを感じる人間関係（次の中から三者まで選択／短大の友人関係・短大より前の
友人関係・先輩との関係・後輩との関係・恋人との関係・親との関係・祖父母との関係・
兄弟との関係・姉妹との関係・親戚との関係・短大の先生との関係・短大の職員との関
係・アルバイト先の人間関係・インターネット上の人間関係・上記以外の人間関係・ス
トレスは感じていない）
質問4 現在の生活全般に対する満足度（選択形式／非常に満足している・かなり満足している・
どちらかといえば満足している・どちらかといえば不満である・かなり不満である・非
常に不満である）
質問5 学内で経験した活動（選択形式・複数回答可／大学祭実行委員・スポーツイベント実行
委員・クラス委員・アルバム制作委員・ピアサポートスタッフ・オープンキャンパスス
タッフ・国内インターンシップ・留学等の海外プログラム・この中にはひとつもない）
3．結果および考察
3.1 基本統計量
7件法にて回答を得た質問1については、「全くあてはまらない」を1、「ほとんどあてはまらな
い」を2、「どちらかといえばあてはまらない」を3、「どちらともいえない」を4、「どちらかと
いえばあてはまる」を5、「かなりあてはまる」を6、「非常にあてはまる」を7として集計し、各
統計量を算出した。その他の質問については、選択された頻度を集計した。
1）自尊感情尺度
質問1より自尊感情尺度10項目を抽出し、逆転項目を処理した上で集計した。結果、70点満点
のところ、平均は36.683（標準偏差10.291）、中央値は36であった。Figure 1は当該尺度の回答
結果をまとめたヒストグラムである。35点から39点の間にピークはあるものの、25点から45点
未満の各階級において10以上の頻度が見られた。高頻度の得点帯が広く、ばらつきが顕著であ
ると言える。
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Table 1 自尊感情尺度 各項目の平均および標準偏差
平均 標準偏差
1．物事を人並みには、うまくやれる。 4.508 1.216
2．自分は全くダメな人間だと思うことがある。（逆転項目） 3.333 1.666
3．少なくとも人並みには、価値のある人間である。 4.254 1.470
4．何かにつけて、自分に役に立たない人間だと思う。（逆転項目） 3.937 1.354
5．だいたいにおいて、自分に満足している。 3.286 1.621
6．自分には、自慢できるところがあまりない。（逆転項目） 3.365 1.473
7．もっと自分自身を尊敬できるようになりたい。（逆転項目） 2.619 1.184
8．自分に対して肯定的である。 3.873 1.591
9．色々な良い素質を持っている。 3.524 1.330
10．敗北者と思うことがよくある。（逆転項目） 3.984 1.818
内田・上野（2010）による4段階評価の調査結果では、10項目40点満点のところ、平均は25.100
であったと報告されている6）。100点満点に換算すると当該平均は62.750であり、本調査平均は
52.400となる。統計的検討はできないため単純な比較は避けねばならないが、両者の間には約10
点の違いがあり、本調査の対象者は自尊感情が低い傾向にあることが推察される。
次の Table 1は、各項目の平均と標準偏差である。尚、逆転項目については、逆転させた後の
数値を掲載しているため、いずれの項目についても、数値が高い程自尊感情が強いことを示す。
Figure 1 自尊感情尺度 度数分布
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Figure 2 基本的信頼感尺度 度数分布
本調査では7件法を用いたため、4が中庸にあたる。この観点で言えば、「1．物事を人並みに
は、うまくやれる」や「3．少なくとも人並みには、価値のある人間である」といった内容につ
いては、比較的当てはまると回答した対象者が多いと捉えられる。いずれも「人並み」という言
葉を共通して含んでおり、本調査の対象者は基準が設けられると評価が明確化する特徴があると
も考えられる。うまくやれる、価値がある、と感じられない部分はあったとしても、それは他の
人も同程度に持つ考えであると感じられていることが推察される。
他方、「7．もっと自分自身を尊敬できるようになりたい」については、平均、標準偏差共に、
全体の中で最も低い値となった。すなわち、自分を尊敬しているという実感は対象者全体に共通
して持たれておらず、今後の更なる課題として捉えていることが推察される。
2）基本的信頼感尺度
質問1より基本的信頼感尺度11項目を抽出し、前述の自尊感情尺度と同様に、逆転項目を処理
した上で集計を行った。77点満点のところ、本調査では平均47.048（標準偏差9.550）、中央値47
との結果が得られた。Figure 2は当該尺度の合計点の度数分布を示したグラフである。45点以上
50点未満の階級にピークがあり、先の自尊感情尺度の分布（Figure 1参照）よりも傾向がはっき
りと捉えられる。
Table 2は、基本的信頼感尺度を構成する各項目の平均と標準偏差を示した表である。Table 1
と同様に、逆転項目については逆転処理を施した後の数値を記した。従って、各項目の平均値が
高い程、基本的信頼感が強いことを表す。
本尺度についても7件法を用いたため、4を超える数値は比較的「当てはまる」と回答された
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Table 2 基本的信頼感尺度 各項目の平均および標準偏差
平均 標準偏差
1．人生に対して不信感を感じることがある。（逆転項目） 3.492 1.413
2．自分が困ったときには、まわりの人からの援助が期待できる。 4.603 1.171
3．自分自身のことが信頼できないと感じることがある。（逆転項目） 4.016 1.641
4．普通、人はお互いに誠実にかかわりあっているものだと思う。 4.524 1.281
5．人から見捨てられたのではないかと心配になることがある。（逆転項目） 4.016 1.651
6．私には頼りにできるひとがほとんどいない。（逆転項目） 5.143 1.635
7．一般的に、人間は信頼できるものであると思う。 3.952 1.518
8．周囲の人々によって自分が支えられていると感じる。 5.619 1.128
9．物事がうまくゆかなくなると、自分の中に引きこもってしまうことがあ
る。（逆転項目）
3.238 1.583
10．失敗すると、二度と立ち直れないような気がする。（逆転項目） 4.645 1.661
11．私は自分自身を十分に信頼できると感じる。 3.873 1.465
ことを示し、4に満たない場合には「当てはまらない」と感じた回答者が多かったことになる。
全項目の中でも平均が高いのは、「6．私には頼りにできるひとがほとんどいない（逆転項目）」、
「8．周囲の人々によって自分が支えられていると感じる」の2項目である。いずれもサポート
資源としての他者の存在を問うものであると言えるが、本調査の対象者はそうした援助者の存在
を感じ、かつ、その恩恵によって自分が成り立っていると捉えていることが窺われる。
3）楽観主義尺度
質問1より、楽観主義尺度12項目（楽観主義尺度4項目・悲観主義尺度4項目・フィラー4項目）
を抽出し、楽観主義尺度と悲観主義尺度に分けて集計した。28点満点の楽観主義尺度の平均は
16.556（標準偏差4.446）、中央値17、同じく28点満点の悲観主義尺度の平均は16.444（標準偏
差3.983）、中央値16であった。Figure 3-1および Figure 3-2は、楽観主義尺度と悲観主義尺度の
合計点の分布を示したヒストグラムである。いずれの尺度についても、15点以上20点未満の階
級に約半数の度数が集中していることが指摘できる。
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Figure 3-1 楽観主義尺度 度数分布 Figure 3-2 悲観主義尺度 度数分布
Table 3-1 楽観・悲観主義尺度得点クロス集計結果
楽観主義尺度
合計
0~ 5~ 10~ 15~ 20~ 25~
悲
観
主
義
尺
度
0~ 0 0 0 0 0 0 0
5~ 0 0 0 2 1 0 3
10~ 0 0 3 7 6 0 16
15~ 0 1 5 20 3 1 30
20~ 1 1 5 5 1 0 13
25~ 0 1 0 0 0 0 1
合計 1 3 13 34 11 1 63
また、楽観主義尺度の合計点と悲観主義尺度の合計点をクロス集計した結果、Table 3-1が得
られた。いずれの尺度においても共通して15点以上20点未満であった対象者が20名に上る。こ
れは全体の約3分の1を占める数である。本調査の対象者は、楽観主義や悲観主義に大きく偏ら
ず、どちらの要素も持つことが特徴と言える。更に、楽観主義優勢の対象者は左上から右下にか
けての対角線の右上半分を指し、合計で20名であった。これに対して、左下半分の悲観主義優
勢の人数は合計で19名であり、大きく人数の差がある状況ではなかった。
次の Table 3-2は、楽観主義と悲観主義尺度を構成する8項目について、平均と標準偏差をま
とめた表である。前掲の二つの表と同じく、4という数値が境界であり、これを超えれば全体と
して当てはまる方向の回答が集まったと理解されるが、いずれも4を大きく上回ったり、下回っ
たりすることはなかった。前掲の Table 3-1にも表されるように、極端に楽観や悲観に傾くこと
なく、いずれの要素も自分自身の傾向としてある程度当てはまると感じていたことが読み取れる。
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Table 3-2 楽観・悲観主義尺度得点クロス集計結果
平均 標準偏差
楽
観
主
義
1．結果がどうなるかはっきりしない時は、いつも一番良い面を考える。 3.935 1.535
2．いつもものごとの明るい面を考える。 4.194 1.598
3．「憂いの影には喜びがある」ということを信じている。 4.238 1.266
4．自分の将来に対しては非常に楽観的である。 4.317 1.683
悲
観
主
義
5．自分の身に思いがけない幸運が訪れるのをあてにすることはめったにない。 4.016 1.476
6．なにか自分にとってまずいことになりそうだと思うと、たいていそうなっ
てしまう。
4.460 1.446
7．自分に都合よくことが運ぶだろうなどとは期待しない。 4.190 1.293
8．ものごとが自分の思い通りに進んだためしがない。 3.778 1.325
Figure 4 対話場面における立場
4）対話場面における立場
質問2に対する回答の集計結果は、Figure 4の通りである。「話す側」、「どちらかといえば話す
側」を合わせて29名（全体の46.000％）、「聞く側」、「どちらかといえば聞く側」を合わせて34
名（全体の54.000％）であり、大きな偏りは見られなかった。
話す側には、より能動性が求められるとも言える。一方で、昨今の若年者は、積極性に欠ける
との評価を受けたり、コミュニケーションが苦手だと訴えたりもするが、本調査対象者の約半数
は自分から働きかける側に立つ傾向にあることが分かった。女子学生を対象とした別の調査結果
では、聞くことよりも伝えることに対して自信を持ちにくい傾向にあることが指摘されている7）。
埼玉女子短期大学研究紀要 第33号 2016.03
― ―60
Ｓｅｒｖｅｒ／学校／埼玉女子短期大学様　研究紀要／＃780563　第33号／本文／Ｐ53－70　山田先生　論文 2016年 3月15日15時24分36秒（Page62）
Figure 5 ストレスを感じる人間関係（複数回答）
当該結果を踏まえれば、話す側と聞く側のいずれに立つかということが、その立場で自信を持っ
てコミュニケーションがとれているということを意味するわけではないことに気付く。現状を把
握し、課題を探索するのであれば、聞くことや話すことに対する自信についても併せて尋ねるこ
とが必要とも言える。
5）ストレスを感じる人間関係
質問3においては、ストレスを感じる人間関係として深刻なものから最大で3つまで選択させ
た。集計された度数は、Figure 5の通りである。63名中15名（全体の23.810％）は人間関係に
ストレスを感じていないとの回答であった。主なストレスの対象は、「大学の友人関係」（28.571
％）、「親との関係」（28.571％）、「大学より前の友人関係」（23.810％）、「アルバイト先の友人関
係」（23.810％）であることが捉えられた。
6）現在の生活に対する満足度
質問4における現在の生活に対する満足度を集計した結果、次の Figure 6が得られた。「どち
らかといえば満足している」、「かなり満足している」、「非常に満足している」を合わせて44名
（全体の69.841％）に達した一方、「どちらかといえば不満である」、「かなり不満である」を合
わせても19名（全体の30.159％）に留まり、比較的満足度は高いことが分かった。
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Figure 6 現在の生活に対する満足度
Figure 7 学内で経験した活動（複数回答）
更に、「非常に不満である」を1、「かなり不満である」を2、「どちらかといえば不満である」
を3、「どちらかといえば満足している」を4、「かなり満足している」を5、「非常に満足してい
る」を6として数値化したところ、平均は4.016（標準偏差1.008）であった。数値化後の平均を
見ても、満足の方向へ傾いた回答であったことが捉えられる。
7）学内で経験した活動
質問5においては、学内で経験した活動として該当するものを全て選択させた。Figure 7は、
当該集計結果に基づく頻度のグラフである。最も経験者が多かったのは国内インターンシップで
あり、全体の44.444％にあたる28名に達した。入学から半年しか経過していない1年生が4割程
度含まれていたためか、選択肢に当てはまるものがないとの回答も全体の約4分の1に上った。
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Table 4 各尺度間の相関
自尊感情 基本的信頼感 楽観主義 悲観主義
自 尊 感 情 1.000 0.749 0.603 −0.540
基本的信頼感 1.000 0.569 −0.431
楽 観 主 義 1.000 −0.460
悲 観 主 義 1.000
3.2 尺度間の相関
質問1を構成した4種の尺度点について、相互の連関関係を確認した。各組み合わせの相関係
数を算出した結果、rは Table 4のようになった。
いずれの尺度間の組み合わせにおいても強い相関が見られ、特に自尊感情尺度と基本的信頼感
尺度の点数は r=0.749であり、非常に連関が明瞭であることが明らかとなった。すなわち、自尊
感情が強ければ自他に対する基本的信頼感も強く、逆に、基本的信頼感が弱ければ自尊感情も弱
いことになる。両者は不可分の関係にあり、表裏一体のものであると考えられる。
3.3 現在の生活に対する満足度および学内経験の数との連関
1）現在の生活に対する満足度および学内経験の数との相関
質問1を構成する4種の尺度点と、現在の生活に対する満足度（質問4）、学内経験の数（質問5）
について、相互の連関を確認した。Table 5は、各相関係数（r）の算出結果である。
現在の生活に対する満足度は、自尊感情尺度、基本的信頼感尺度、楽観主義尺度との間で強い
相関が見られた。現在に対する満足度の高い学生は、自尊感情、基本的信頼感も高く、楽観的で
あり、また逆に、自尊感情が高い程、基本的信頼感が強い程、楽観的である程、現在の生活に対
する満足度も高いと考えることができる。一方の学内経験との連関は、いずれの尺度についても
比較的弱いものであった。自尊感情や基本的信頼感が強く、楽観的かつ悲観的でない学生の方が、
学内活動に積極的であるということは単純に言えない結果であった。
また、現在の生活に対する満足度と学内経験の数との相関係数は0.603であった。つまり、現
在の生活に対して満足している学生は、学内経験の数も多く、反対に学内経験があまりない学生
は、生活全般に対する満足度が低いという連関があると言える。
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Table 5 生活に対する満足度および学内経験の数と各尺度間の相関
自尊感情 基本的信頼感 楽観主義 悲観主義
現在の生活に対する満足度 0.509 0.524 0.408 −0.291
学内経験の数 0.241 0.192 0.275 −0.184
Table 6-1 自尊感情と基本的信頼感を要因とした分散分析結果
（現在の生活に対する満足度）
平方和 自由度 平均平方 F 値
自 尊 感 情 の 高 低 2.449 1 2.449 3.069 †
基本的信頼感の高低 5.896 1 5.896 7.389 **
交 互 作 用 0.040 1 0.040 0.051 n.s.
誤 差 47.081 59 0.798
全 体 62.984 62
※†p<.10, **p<.01
Table 6-2 自尊感情と基本的信頼感を要因とした分散分析結果
（学内経験の数）
平方和 自由度 平均平方 F 値
自 尊 感 情 の 高 低 4.961 1 4.961 2.871 †
基本的信頼感の高低 0.132 1 0.132 0.076 n.s.
交 互 作 用 0.251 1 0.251 0.145 n.s.
誤 差 101.960 59 1.728
全 体 107.937 62
※†p<.10
2）現在の生活に対する満足度および学内経験の数と各尺度得点の連関の分析
自尊感情尺度、基本的信頼感尺度、楽観主義尺度、悲観主義尺度のそれぞれについて、全体の
平均値よりも高い群を「高群」、低い群を「低群」としてカテゴリを作り、分散分析に展開した。
第一に、自尊感情尺度と基本的信頼感尺度の点数を要因とし、2×2の分散分析を行った結果、以
下の分散分析表が得られた（Table 6-1および6-2参照）。Figure 8は、自尊感情と基本的信頼感
による2×2の群別に、現在の生活に対する満足度の平均を示したグラフである。
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Figure 8 各水準の満足度（自尊感情×信頼感） Figure 9 各水準の満足度（楽観×悲観）
自尊感情と基本的信頼感の交互作用は、満足度、経験の数のいずれでも有意ではなかった。し
かし、自尊感情の主効果は両分析において有意傾向（10％水準）であり、自尊感情が高い方が
現在の生活に対する満足度が高く、学内経験の数も多い傾向にあることが捉えられた。
また、基本的信頼感の主効果も現在の生活に対する満足感に対して有意であった（1％水準）。
この結果は、基本的信頼感が強い方が、生活に対する満足感を高く評価したことを示す（Figure
8参照）。
更に、楽観主義尺度得点と悲観主義尺度の得点に基づいて同様の群分けを施し、2×2の分散分
析を行った。次の Table 7-1および7-2は、当該分析によって得られた分散分析表である。また、
前掲の Figure 9は、楽観主義尺度と悲観主義尺度による2×2の各水準の平均満足度を示した図
である。
分散分析表に表されるように、学内経験の数に対する各主効果、交互作用はいずれも有意では
なかった。楽観主義、悲観主義の高低は、学内経験の数に作用を及ぼすとは言えない結果となっ
た。考え方が楽観的か悲観的かによって、単純に学内活動における積極性が左右されるとは考え
難いと言える。
一方の現在の生活に対する満足度については、楽観主義、悲観主義共主効果が有意であり、楽
観主義尺度の得点が高い群、および悲観主義尺度の得点が低い群の方が、現在の生活に対する満
足度が高いことが明らかとなった（Figure 9参照）。楽観的で、かつ悲観的でない群において一
際満足度が高い、といった交互作用は有意ではなかったが、楽観的であることと悲観的でないこ
とは、それぞれに満足度を高める方向に作用することが捉えられた。
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Table 7-1 楽観主義尺度と悲観主義尺度を要因とした分散分析結果
（現在の生活に対する満足度）
平方和 自由度 平均平方 F 値
楽観主義の高低 3.957 1 3.957 4.602 *
悲観主義の高低 4.396 1 4.396 5.113 *
交 互 作 用 0.961 1 0.961 1.118 n.s.
誤 差 50.726 59 0.860
全 体 62.984 62
※*p<.05
Table 7-2 楽観主義尺度と悲観主義尺度を要因とした分散分析結果
（学内経験の数）
平方和 自由度 平均平方 F 値
楽観主義の高低 4.283 1 4.283 2.549 n.s.
悲観主義の高低 2.430 1 2.430 1.447 n.s.
交 互 作 用 0.156 1 0.156 0.093 n.s.
誤 差 99.131 59 1.680
全 体 107.937 62
4．総合考察
本研究では、自尊感情を中心に日本人若年層の現状把握を進めた。本調査において特筆すべき
ことの一つは、現在の生活に対する評価が全体として「満足」の方向に傾いていたことである
（Figure 6参照）。日本人は先進国の中でも幸福感が低いと指摘されるが8）、本研究の対象者はど
ちらかといえば満足優勢であり、明らかな不満を見せる結果ではなかったと言える。
不満の感情は状況の改善や意識の向上など、変化や努力に繋がる動機ともなる。だが一方では、
自己変革ではなく他罰的な方向に働き、マイナスに作用することも多い。現在に対する満足を即
座に肯定的、好意的に捉えることは危険であるが、ここでは満足度の上昇を目指すべき方向と位
置づけ、本調査結果より得られた連関傾向を整理してみる。
3.2に示した相関分析や群分けに基づく分散分析によれば、①自尊感情の程度が強いこと、②
基本的信頼感の程度が強いこと、③楽観主義の程度が強いこと、④悲観主義の程度が弱いこと、
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⑤学内活動が多いこと、の5つの要素は、現在の生活に対する満足度に対して増加方向に作用す
ることが捉えられた。つまり、教育場面においてその向上がしばしば掲げられる要素は、いずれ
も現在に対する満足感を高める方向に連関があるということであり、学内活動が多い程、全般的
な満足度も高く、当該満足度が高い程、学内活動も活発に行われていることになる。学内活動と
の因果関係についてはまだ分析の余地はあるが、種々の活動に積極的に関わらせることで満足度
が上昇し、満足度が高まることで、自己意識にも良い変革がもたらされる可能性があると言える。
また、自尊感情については他の研究結果と比べても低い傾向が窺われ、特に「もっと自分を尊
敬できるようになりたい」という気持ちが目立って強いことが明らかとなった。一方、直接的に
自分自身の価値について尋ねた「少なくとも人並みには、価値のある人間である」という項目に
対しては、評価の境界となる4を超えた平均値が示された。当該結果を踏まえれば、自分自身に
価値がないと感じているのではなく、自分自身に対する尊敬感情の不足を感じていると解釈する
ことができよう。自尊感情尺度が10項目によって構成されていることにも象徴されるように、
自尊感情には複数の次元が含まれており、尺度の合計得点のみに基づく一元的解釈では少なから
ず誤解が生じると考えられる。
Rosenberg（1986）によれば、自尊感情には長い時間をかけて変化する基準値の部分と、短期
間で大きく変動する部分があるという9）。Kernisら（1993）は、たとえ自尊感情が強くとも後者
の変動性が激しい場合には他者からのネガティブなフィードバックに対して他罰的な反応を示す
傾向にあることを報告している10）。つまり、単純に自尊感情の高さが適応的で健全な精神発達に
繋がるのではなく、一方で危うさを孕むことにもなると言える。自尊感情がこうしたプラスとマ
イナス両方の側面を持つことや、日本における規範意識の重視傾向を踏まえ、国立教育政策研究
所生徒指導・進路指導研究センター発行の生徒指導リーフ平成27年3月発行版（Leaf. 18）では、
自尊感情ではなく自己有用感を高める教育を推奨している11）。当該概念は、「人の役に立った」、
「人から感謝された」など、他者の存在を前提としており、単純に自分自身の価値を高く捉える
こととは異なる11）。また、青少年の自己有用感を諸外国と比較した報告の一つに、平成25年度の
内閣府によるものがある。日本の青少年の自分に対する満足感は、諸外国に比べて顕著に低いこ
とが示されたが、一方の自己有用感はほぼ中間で、他国と比べても極端に低い結果ではなかった
とされる。この結果に対し、日本人は自分への満足感と自己有用感への不安の関連が深い分、自
分に対する満足感が低い可能性があると考察されている12）。日本人の自尊感情は他者の存在と分
かつことはできず、当該側面の分析なしには捉え切れないと考えるべきであろう。
このように、他者という視点から改めて本調査の結果を検討してみたい。自尊感情尺度におい
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ては、「何かにつけて、自分は役に立たない人間だと思う」との項目が最も他者の存在が関わる
内容であるが、境界を示す4の値に僅かに届かない結果であった（Table 1参照）。また、基本的
信頼感尺度においては、既述の通り「私には頼りにできるひとがほとんどいない（逆転項目）」、
「周囲の人々によって自分が支えられていると感じる」といった項目で高い値が見られた。つま
り、自分の外側に頼れる存在があることを意識できており、かつ、その存在によって自分が支え
られていると捉えられていることになる。本調査の対象者にとって、他者の存在は既に非常に大
きいものとなっていることが推察される。女子学生を対象とした山田（2014）の調査では、人
の内面的な美しさとして、人への配慮や優しさに関わる内容が非常に多く回答されたことが報告
されている13）。それらはいわば対他者の視点を最重視していることを意味するとも言えよう。だ
が同時に、そうした「他者ベースの価値観」は自尊感情とトレードオフの関係にある危険性があ
ることも指摘されている13）。つまり、自尊感情が高まれば他者を重視する価値観が弱まり、逆に
自尊感情が低くなれば他者重視が強まるということである。前述の国立教育研究所が自己有用感
に注目していることからも推察されるように11）、自尊感情が高まったからといって、それが即座
に好ましいとは言い切れない複雑さが日本にはある。
本研究の目的は現状の把握と課題の抽出であり、現段階では、どのような方向に現代の若者を
導いていくべきかといった方向性は明示できない。だが、自己と現在に対する満足度を向上させ
るためには、他者の存在や他者との関わりが重要なヒントになり得ると考える。山田（2012）
は、他己紹介のような他者の存在が深く関わる内容が持つ高い教育効果に言及しているが7）、他
者との関わりの中で醸成される自己意識こそ、バランスや柔軟性に優れたものとなることが予測
される。他者からのフィードバックが得られる状況を積極的に作り出すことで、若年者自身の持
つ価値の捉え方も変化する可能性があるものと考える。
5．今後の課題
本研究の目的として、日本人若年層の現状把握を掲げたが、分析対象は一短期大学の女子学生
のみであり、結果の代表性は確保できていない。また、データの規模も小さいと言わざるを得な
い。日本人の若者の傾向を捉えるためには、対象を拡大した上での再調査が必要であることは改
めて記すまでもないことである。
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また、総合考察において記したように、日本人の持つ価値観の上で日本人の自尊感情の特徴を
捉えるには、他者の存在に対する考えを丁寧に把握することが重要と考えられる。対他者の考え
や活動に焦点を絞り、調査を続けていくことも今後の課題である。
6．本研究のまとめ
・女子短期大学生63名を対象とした調査の結果、自尊感情尺度得点は低い傾向にあることが捉
えられた一方、現在の生活に対しては比較的満足していることが分かった。
・自尊感情尺度の得点と基本的信頼感、楽観主義の尺度得点との間には正の相関、悲観主義尺度
得点との間には負の相関が確認された。
・自尊感情、基本的信頼感、楽観主義の得点と現在の生活に対する満足度との間には正の相関が
見られ、自尊感情や信頼感、楽観主義の度合いが強い程、現在の生活に対して満足度が高いこ
とが分かった。
・各尺度得点の高群と低群を比較したところ、前述の結果と同様に、自尊感情や基本的信頼感、
楽観主義の強い群の方が現在の生活に対して満足しており、悲観主義が強い群の方が同満足度
が低いことが判明した。
・基本的信頼感尺度においては、サポート資源としての他者の存在や他者に支えられているとい
う意識が強く持たれており、他者からのフィードバックが自尊感情や自己意識の向上に繋がる
ことが考察された。
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